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昨
年
、
四
月
二
十
六
日
の
「
仏
法
興

隆
花
ま
つ
り
千
僧
法
要
二
十
周
年
記
念

法
要
」（『
そ
う
せ
い
』
一
四
二
号
、
五

頁
参
照
）
に
続
き
、
十
一
月
十
七
日
に

奈
良
県
の
東
大
寺
に
お
い
て
、「
奈
良

千
僧
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
恒
例
の
行
事
で
す
が
、
今
回
は
、
全

日
本
仏
教
青
年
会
の
創
立
三
十
周
年
記

念
、
並
び
に
、
第
十
五
回
世
界
青
年
仏

教
徒
連
盟
日
本
大
会
（
十
一
月
十
四
日

～
十
六
日
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

開
催
）
の
慶
讃
も
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し

た
。「
奈
良
千
僧
法
要
」は
、
一
九
八
八

年
四
月
二
十
五
日
に
全
国
曹
洞
宗
青
年

会
及
び
、
南
都
二
六
会
の
企
画
に
よ
り

世
界
平
和
と
苦
悩
す
る
人
び
と
の
心
の

救
済
を
願
っ
て「
花
ま
つ
り
千
僧
法
要
」

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
法

要
に
は
全
国
か
ら
宗
派
の
違
い
を
超
え

て
総
勢
千
七
百
余
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
法
要
で
は
、
世
界
八
カ
国
（
イ

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
ス
リ

ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
マ
レ
ー
シ
ア
）
か
ら
の
参

加
者
四
十
六
名
と
曹
洞
宗
か
ら
の
参
加

者
三
百
二
名
を
含
む
総
勢
千
百
九
十
二

名
の
僧
侶
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
奈
良
千
僧
法
要
」は
、
十
一
時
三
十

分
に
奈
良
県
新
公
会
堂
前
に
て
全
日
本

仏
教
青
年
会
の
樋
上
孝
教
事
務
局
長
の

司
会
で
集
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
十
二

時
に
、
新
公
会
堂
前
を
法
螺
の
音
と
共

に
行
列
が
出
発
し
ま
し
た
。
十
二
時

二
十
分
に
先
頭
が
東
大
寺
本
坊
に
到
着

す
る
と
、
来
賓
、
楽
人
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世

界
仏
教
徒
連
盟
）、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ（
世
界
仏

教
青
年
連
盟
）、
そ
し
て
幼
稚
園
児
と

合
流
し
て
大
仏
殿
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

十
二
時
三
十
分
に
加
盟
団
体
代
表
、

Ｗ
Ｆ
Ｂ
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
、
来
賓
、
園
児
ら
が

大
仏
殿
に
入
堂
し
て
盧
舎
那
仏
に
献
花

し
、蓮
台
上
に
上
っ
た
後
に
園
児
に
よ
る

賛
歌
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
大

仏
殿
蓮
華
台
上
法
要
」
が
営
ま
れ
ま
し

た
。
法
要
は
、Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
ギ
ャ
ナ
・
ラ
タ
ナ
氏
を
導
師
と
す
る

パ
ー
リ
語
経
典
読
誦
か
ら
始
ま
り
、
次

に
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
の
五
條
良
知

理
事
長
を
導
師
に
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜

多
心
経
』
が
読
誦
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
に
、
代
表
以
外
の
僧
侶
は
蓮
華
台
上

に
の
ぼ
り
、
散
華
を
行
い
な
が
ら
右
回

り
に
行
道
し
、
大
仏
殿
を
出
堂
し
て
東

門
よ
り
ア
シ
ョ
カ
ピ
ラ
ー
に
向
か
い
、
ア

シ
ョ
カ
ピ
ラ
ー
宝
前
に
て
焼
香
を
行
っ

た
後
に
、大
護
摩
道
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

十
三
時
四
十
分
に
、
中
門
前
の
大
護

摩
道
場
に
て
、
五
條
理
事
長
を
導
師
と

し
「
採
燈
大
護
摩
供
」
が
厳
修
さ
れ
ま

し
た
。
樋
上
事
務
局
長
の
開
会
の
辞
の

後
、
導
師
に
よ
る
願
文
奉
読
が
行
わ
れ

点
火
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
読
経
が

始
ま
り
、「
世
界
平
和
祈
願
」と
書
か
れ

た
約
八
千
本
の
護
摩
木
が
、
次
々
と
大

き
な
炎
の
中
に
投
じ
ら
れ
、
集
ま
っ
た

参
拝
者
の
方
が
た
も
手
を
合
わ
せ
て
世

界
平
和
を
祈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
読
経

は
、『
開
経
偈
』、
次
に
全
国
浄
土
宗
青

年
会
先
導
で『
無
量
寿
経
四
誓
偈
』、
金

峯
山
青
年
僧
の
会
先
導
で
『
妙
法
蓮
華

経
観
世
音
菩
薩
普
門
品―

第
二
十
五
』、

最
後
に
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
及
び
全
国

真
言
宗
青
年
連
盟
先
導
で
『
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
多
心
経
』が
読
誦
さ
れ
ま
し
た
。

読
経
の
後
、
筒
井
寛
昭
東
大
寺
執
事
長

は
、「
多
く
の
青
年
僧
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
い
て
、
と
て
も
有
意
義
な
法
要
で

し
た
。
こ
の
煩
悩
を
焼
き
尽
く
す
炎
が

天
を
尽
く
す
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
び

と
か
ら
苦
難
が
な
く
な
る
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
、
続
い

て
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
会
長
の
ア
ニ
リ
ッ
ト
・
ボ

ン
バ
ー
ニ
ー
氏
は
、「
全
日
本
仏
教
青

年
会
創
立
三
十
周
年
の
記
念
法
要
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
は
、
二
十

カ
国
・
四
十
の
支
部
が
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
七
八
年
か
ら
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
と
全
日
本

仏
教
青
年
会
は
、
非
常
に
親
密
な
交
流

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
世
界

の
青
年
僧
が
固
く
手
を
携
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
五
條
理
事
長
が
「
宗
派

や
国
を
超
え
て
多
く
の
方
が
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
世
界
の
平
安
、
そ
し
て
皆

さ
ま
の
思
い
を
大
仏
様
に
聞
い
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
護
摩
の
香

り
と
大
仏
様
の
御
威
光
を
お
持
ち
帰
り

下
さ
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
五
條
理
事
長
よ
り
ボ
ン
バ
ー

ニ
ー
会
長
へ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク

ロ
ン
被
災
者
へ
の
義
援
金
が
贈
ら
れ
、

閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
十
五
時
三
十
分
よ
り
新
公

会
堂
の
能
楽
堂
で
、
藤
田
一
照
老
師
を

講
師
に
迎
え
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
主

催
「
平
成
二
十
年
度
禅
文
化
学
林
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
、五
ペ
ー
ジ
参
照
）

全
日
本
仏
教
青
年
会
主
催

奈
良
千
僧
法
要
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